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   A 45-year-old woman with left leg edema was admitted to our hospital because of chyluria from the 
previous year. Her left leg edema appeared after Casesarean section for her first delivery and 
hysterectomy at the age of 31. Because microfilaria was not detected, she was diagnosed with 
postoperative lymphangiomatosis. The instillation of 0.1-0.5% silver nitrate into the renal pelvis was 
not effective. We however, after percutaneous sclerotherapy to the left inguinal lymph nodes with 
doxycycline, the chyluria disappeared and her left leg edema improved. Then, the surplus skin of her 
left lower leg was resected. We considered percutaneous  sclerotherapy to be a good procedure for 
chyluria due to postoperative lymphangiomatosis. 
                                               (Acta Urol. Jpn.  44: 25-27, 1998) 
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緒 言
乳魔尿症の原因にはフ ィラリア症,腫 瘍 や炎症に よ
る胸管 の圧迫,手 術等 による外傷 などがあるが,最 近
本邦 では フィラ リア症 に よる新鮮例 は稀 となってい
る.治 療 は硝酸銀腎孟 内注入や腎周囲 リンパ管遮断術
な どが一般的であるが,今 回,わ れわれは左下肢浮腫




主訴:ゼ リー状 白濁尿,左 下肢腫張硬化
既往歴:生 下時 よ り表皮母斑症候群(左 顔面),30
歳帝王切 開お よび子宮摘 出術.43歳 高血圧,難 聴.
居住 歴:三 重県亀 山市 に居住.南 方へは,修 学旅行
で九州に行 ったのみ.
現病歴:1980年4月の第1子 出産に際 し帝王切開お
よび単純子宮全摘術 を受 け,術 後左下肢腫張 をきた し
徐 々に増悪 す るも放置 して いた(Fig.IA),1993年ll
月にはゼ リー状の 白濁尿 が出るようにな り,1994年ll
月14日当院受診,11月21日精査 目的入院 となる.
入 院時 現症:身 長153,5cm,体重58.7kg,体温
36.6℃,血圧148/72mmHg,脈拍72/min,左顔面
 I k 
           , . 
Fig. 1.  A: The left leg edema before therapy. 
 B: Several months after  sclerotherapy 
       and resection of the left lower leg sur-
       plus skin.
には褐色 の母斑性皮疹,腹 部 には妊娠線 の残存 があ
り,左 下肢は鼠径部 よ り下腿末端 まで著明に腫張硬化
あ り(大 腿径:右35cm,左53cm,下 腿径:右19
cm,左43cm),特に左鼠径部は発赤 し,水 庖形成や
白濁滲 出液の漏 出があ り,熱 感お よび痙痛 を訴 えてい
た.
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濁,放 置 す る と ゼ リ ー 状 に 硬 化.検 尿:尿 蛋 白
(+),RBC(+),WBC(+),脂 肪 球(+).尿 培
養,尿 細 胞 診:陰 性.血 中microfilariaは検 出 さ れ な
か っ た.
画 像 診 断:リ ンパ 管 造 影(LAG)で は,リ ンパ 管 の
拡 張,増 殖 像 が み ら れ,腎 上 極 の 高 さで の 閉 塞 が 疑 わ
れ た(Fig,2).CTで は 左 腎 門 部 お よ び 左 腎 内 に
LAG後 の 造 影 剤 の 貯 留 と,左 鼠 径 部 の リ ン パ 節 腫 脹
を 認 め た(Fig.3).点 滴 静 注 腎 孟 造 影(DIP),逆 行
性 腎 孟 造 影(PR)で は 左 腎 中 腎 杯 周 囲 にLAG造 影
剤 の 残 存 を 認 め,同 部 位 で の リ ン パ 流 と の 交 通 が 疑 わ






12.6%で左 腎の軽 度機能 低下 を認 めた.下 肢 のCT
で は左側 に真皮 の著明 な肥 厚 を認 めた.左 下 肢 リン
パ 浮腫 に対 しlymphangiosarcoma(Stewart-Treves
syndrome)が疑 われ生検 を施行 したが悪性 所見 は認
めず,リ ンパ浮腫 のみであ った.
経過 よ り,帝 王切 開,子 宮摘 出術 時に1)腸 リン
パ系 と左腰 部 リンパ系 の交通が形 成 された,2)右 腰
部 リンパ系 と交通が なか ったが 阻害 された,3)左 腎
上の高 さでその流 れが阻害 されたことによ り,'左下肢
の浮腫 や リンパ管の拡張が生 じ,そ れが左腎内で破錠
し乳魔尿 を呈するよ うになった,が 考 えられた.乳 康
尿お よび下肢 リンパ浮腫の原因は腸乳廉 の左腎お よび
左下肢 リンパ系への拡張 リンパ管 を経 由 した逆流であ
り,術 後の後天性 リンパ管腫症(リ ンパ管拡張症)で
あ ると考 えられた.
乳廉尿症 に対 し対症療法的 に,0.1-O.5%の濃度で
計ll回硝酸銀腎孟 内注 入療法 を行 う も完 治 しなか っ
た.こ のため,乳 康尿 および下肢 リンパ 浮腫 の原 因で
あ る後天性 リンパ管腫 に対 して,先 天性 リンパ管腫症
に対 す るMolitchらDの経皮 的硬化 療 法 に準 じて,
1995年4月17日ドロペ リ ドー ル,ペ ンタジ ンに よる
NLA麻 酔下一超音波 ガイ ド.レ 線 透視下 に8mg/dl
の濃度 のdoxycycline25mlを左鼠径部 リンパ節 よ り
注入,拡 張 リンパ管の硬化 を行 った(Fig.4).硬化術
後,乳 魔尿の消 失,左 下肢 は一 時的 に腫 張 緊満す る
も,約1週 間で弛緩傾向 とな り(左 大腿径:53→52.5
cm,左下 腿径:43→30cm),左下腿 末端 には皮 膚の
たるみが生 じた.こ のため,6月8日 下腿の余剰 皮膚
の切除 を施行 し,術 後浮腫 コン トロールのため弾性ス
トッキ ングを使用 した(Fig.IB).1995年7月4日退
院後,1997年3月末現在,乳 廉尿の再発,左 下肢 の腫
張増悪 は認めていない.





































じて,エ コーガイ ド.レ線透視下(原 法ではCTガ







を行 う前に,エ コーガイ ドあるいはCTガ イ ド下に
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